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ごあいさつ 代表理事 中嶋 洋介 Ph.D.（Yosuke  Nick  Nakashima ）

◆｢品質と安全文化フォーラム」は、 『ISO/IEC GUIDE51』が示す安全の概念、安全と品質に関するISO規格の

普及を目指して、2009年2月に向殿政男教授(当時明治大学教授、元弊フォーラム会長)ら27名の賛同者に

よって設立されました。

◆ 『SRMクロスオピニオンセミナー』は、私たちの暮らしの中の商品(食品・製品・サービス等)、施設、環境の安全と

品質について、企業が抱える問題について、研究者・実務家・企業・消費者・官庁・メディアなど様々な人たちに

よる自由なディスカッションによる“気づき”を求める『自由に議論する場所(プラットフォーム）』を目指します。

◆ SRMとは「SOCIAL RESPONSIBILITY MANAGEMENT」であり、社会の中で企業が生き残るための

行動を意味している。

2023年4月

◆このたび明治大学大学院理工学研究科新領域専攻を終了し、学位「博士(学術)」を授与されました。

博士論文名：「日常生活における高齢者の転倒事故に関する研究」

※この論文のベースは下記の日本建築学会に投稿した査読論文です。

査読論文は HTTPS://DOI.ORG/10.3130/AIJT.26.1185 からダウンロードできますので、ご高覧ください。
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https://doi.org/10.3130/aijt.26.1185


SRMクロスオピニオンセミナー

<SRMクロスオピニオンセミナーが扱うテーマ>
安全文化 / 食品・製品の安全と品質 / 化粧品などの安全と品質
ヒューマンエラー(仕入れ・製造・輸送、販売、事務部門、管理業務）、
消費者の安全 / 企業のリスクマネジメント / コンプライアンス違反、
高信頼性組織 / 生活の安全 / 住まいの安全 / 転倒事故・墜落・転落
高齢者、人口問題など
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2023年度は４月19日(水)に始まります 中嶋洋介著
「安全とリスクのおはなし」ご紹介
2019年4月第7刷になりました。

2006年に初版発行
「図書館協会の推薦図書」になりましたお問い合わせは、「中嶋代表理事」へお願いします。

Phone:090-7215-5969 E-mail: nick.nakashima@rrqc-forum.or.jp



最近、SRMクロスオピニオンセミナーが扱ったテーマ
第168回
R5.Feb.

「ヒューマンエラーとヒヤリハット情報の活用
～ リスクの分析・図解・判断・コミュニケーション 」

中田 亨 氏 産業技術総合研究所

第167回
R5.Jan.

「少子高齢化がもたらす日本の未来
社会と生活の存立リスクについて」

金子 隆一 氏 明治大学 教授

第169回
R5.Mar.

「食の安全・安心を脅かす事件
～保健所の現場から見た食品衛生～」

小暮 実 氏 食品衛生アドバイザー
元中央区保健所食品衛生監視員

第163回
R4.Sep.

｢ 水と生きる・・・
～地球の生命に欠かせない「水」について・・・」

冨岡 伸一 氏
（サントリー）

酒類食品総合コンサルタ
ント＆アドバイザー

第162回
R4.Aug

「テレワーク（リモートワーク）と新たなリスク
～ 高信頼性組織の視点から ～」

中西 晶 氏 明治大学 教授

第161回
R4.Jul.

「ISO/IECにおける安全の概念と安全規格体系
～Guide 51と機械類の安全性～ 」

向殿 政男 氏 明治大学 名誉教授、
鉄道総研 会長

第160回
R4.Jun

「真の消費者志向とは何か
～ 後発企業だからこそ見えるもの」

大泉 宏明 氏 アイリスオーヤマ㈱
品質管理本部 参与

第159回
R4.May

「消費者安全調査委員会の新たな課題について
～ 消費者を取り巻く時流の変化や技術進歩も踏まえて ～ 」

大森 崇利 氏
（消費者庁）

消費者安全課 課長
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2023年度開催日程 SRMクロスオピニオンセミナー
オンライン開催（Zoom System or 「ちよだプラットフォームスクウェア会議室」)

開催日 開催日

第１70回 4月19日(水)13:00～ 第１76回 10月19日(木)13:00～

第１71回 5月18日(木)13:00～ 第１77回 11月16(木)13:00～

第１72回 6月29日(木)13:00～ 第１78回 12月21日(木)13:00～

第１73回 7月20日(木)13:00～ 第１79回 2024年

1月18日(木)13:00～

第１74回 8月24日(木)13:00～ 第180回 2月22日(木)13:00～

第１75回 9月21日(木)13:00～ 第181回 3月22日(木)13:00～

◆会場：オンライン開催 ZOOM懇親会4月19日スタート
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セミナー法人メンバーシップ / セミナー個人メンバーシップ
セミナー法人メンバーシップ ※社団法人品質と安全文化フォーラムの会員ではありません

資格要件 『参加費 ￥124,500- (12か月分)一括・前払い』が条件

特典
① クロスオピニオンセミナーに1名参加できます。 2人目以降は￥9,800-/名にて参加
② 欠席の場合、セミナーの配布資料を送付します
③ 過去の配布資料を実費で入手できます(著作権に問題がない場合）

セミナー個人メンバーシップ ※社団法人品質と安全文化フォーラムの会員ではありません

資格要件
『セミナーでのオピニオンリーダー、講演などをお引き受け頂けること』が条件
セミナー参加費￥10,000-/名・回 /都度払い

特典 ① 欠席の場合、セミナーの配布資料を有償で入手出きます
② 過去の配布資料を実費で入手できます(著作権に問題がない場合）

一般参加 ※特別な参加資格要件、条件はありません

①法人 参加費￥12,000-/名・回 /都度払い
②個人 参加費￥11,000-/名・回 /都度払い



セミナーの運営ルールについて ※ 2019年10月改訂

【運営ルール1】 当セミナー内での発言は参加者個人の自由な考えに基づくものであって、企業の公式な発言ではありません。
このことをご理解下さい。

【運営ルール2】 議論した内容及び参加者各人の発言は当セミナー限りとし、他言無用として下さい。
※発言者と所属を明かすことなく、また推測できるような情報を省いた状態であれば、当セミナーにて議論した
内容について、第三者と議論されることは自由と考えます。

【運営ルール3】 当セミナーで議論した内容を文書などにして参加者の組織内に開示する場合は、参加者及び
主催者の名誉・利益を傷つけることのないようにすることをお約束下さい。

【運営ルール4】 発言者が、当セミナー内での発言の修正・撤回を求めた場合及び出席者が発言者の発言の
修正・撤回を求めた場合、主催者は出席していた全員に修正内容を伝えることとします。

【運営ルール5】 セミナー内で活動する場合は、事務局の指示に従ってください。

【運営ルール6】 当セミナーの参加者は上記の運営ルールを承認しているものと看做します。
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セミナーと事務局の基本方針

１）セミナーの基本方針 3項目

(1)社会の安全文化の醸成を目指して、議論の場を提供する

(2)使用者・生活者の安全と安心の実現に向けて、企業に努力を促す

(3)フォーラムは中立的な立場を維持し、 社会から理解される存在を目指す

２）事務局の基本方針(詳細)
(1)安全文化の醸成を目指して、自由な議論の場、気づきの場を提供する

①安全と安心の概念を明確にする努力を行う

②ISO Guide51ほかのISOの安全の概念、ISOの安全規格の普及を目指す

(2)企業から理解される存在を目指す
①商品やサービスの安全、使用者・消費者の安全の実現を担っている企業から理解される運営を行う

②研究者や行政、消費者からも理解される運営を行う

(3)フォーラムは中立的な立場を堅持する
①学問的立場に立ち、独立、中立、不偏の立場に立つ
②フォーラムが働きかける相手は、企業、研究者、専門家、行政、消費者など安全文化を担う全てのステークホルダーである
①消費者志向であること （Vulnerable Consumer：被害を受けやすい消費者）

②衣食住の生活環境のモノ・コト(製品、食品、衣類、日用品、サービスなど)に関わる安全を研究テーマとする

③リスクコミュニケーションでは、不都合な情報も含めて、全て情報を開示することを促す



SRMクロスオピニオンセミナーが扱うテーマ
１. End User(使用者・消費者他)の安全

消費者の安全は、供給者(企業他)、End User(使用者・消費者他)のすべてのステークホルダーの協働で実現する。
食品・製品・サービスの安全などのEnd User(使用者・消費者他)の安全をテーマにします。

２．供給者(企業他)が社会から信頼を得て存続するためのリスクマネジメント
１) 企業のリスクとリスクマネジメント 及び 高信頼性組織

企業をめぐるリスクには、コンプライアンス違反、風評被害、サプライチェーンに潜むサイレントチェンジ、組織のヒューマンエラー
である意思決定における集団浅慮など様々なリスクがあります。

２) 従業員、管理者ほかのヒューマンエラーへのリスクマネジメント
仕入れ・製造・輸送の現場、販売や人事などの事務部門、管理者業務などのヒューマンエラーは原因ではなく、結果です。
原因は作業指示、職場環境、マニュアルに潜む瑕疵などにあります。

※ 企業の存続を危うくするリスクには、コンプライアンス違反、マネジメントの意思決定の瑕疵、商品・サービスの瑕疵、従業員の
ヒューマンエラー、風評被害、サイバーインシデントなど様々なものがあります。

３．食品、化粧品、医薬品、金属などのアレルギー対策
アレルギーは食物だけではなく、化粧品、医薬品、衣料品、金属(入れ歯等)などにも広範囲に現れます。
食品のアレルギーは頻繁に取り上げられますが、その他のアレルギーも含めて、多面的に捉える必要があると考えています。

４．住宅に住む人の安全
毎年4000名近くが住宅内の転倒事故で亡くなっているのですが、その大半が高齢者と言われています。
ただ、住宅内で起きている事故のデータがほとんどないため、どのような事故が、どのようにして起きているか、事故の原因は
何かを明らかにする必要があります。
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SRMクロスオピニオンセミナー 『セミナー法人メンバーシップ』 （1/2）

メンバー番号 メンバー名

2009年 S0901 シマダヤ株式会社 マーケティング本部

S0903 東海漬物株式会社 品質保証部

2010年 S1004 カルビー株式会社 品質保証本部

2011年 S1110 アイリスオーヤマ株式会社 品質管理部

S1113 日本ハム株式会社 品質保証部

2013年 S1315 株式会社カネカ 信頼の生産力センター 品質・地球環境センター 品質保証グループ

2014年 S1418 パナソニック株式会社 品質・環境本部 安全・品質部

※セミナー法人メンバーは｢一般社団法人品質と安全文化フォーラム｣の会員ではありません。
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2023年4月1日現在



メンバー番号 メンバー名

2016年 S1622 イオン株式会社 商品管理本部 グループ品質管理部

2018年 S1826 花王株式会社 品質保証部門

S1827 日本メナード化粧品株式会社 経営企画部門

2019年 S1928 特定非営利活動法人食の安全と安心を科学する会

S1929 YKK AP株式会社 品質本部 品質保証部

2023年 ミドリ安全株式会社 営業統括本部 営業推進部

以上1３社
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2023年4月1日現在

※セミナー法人メンバーは｢一般社団法人品質と安全文化フォーラム｣の会員ではありません。

SRMクロスオピニオンセミナー 『セミナー法人メンバーシップ』 （2/2）



2023年4月1日現在 アイウエオ順・敬称略

大黒 昭 ㈱アスピカ会長 (元みずほ銀行常務、元富士通専務） 経営

向殿 政男 明治大学名誉教授、明治大学顧問、（公財）鉄道総合技術研究所会長 安全学

中嶋 洋介 品質と安全文化フォーラム代表理事、 博士(高齢者の転倒事故) 安全ISO、高齢者の転倒事故

南波 裕樹 大成設備株式会社 常勤監査役 企業法務

相馬 成光 日本ピュアフード株式会社 常勤監査役 食品安全

内堀 伸健 元 日本生活協同組合連合会 品質管理

原島 圭介 元 UL ASG Japan 代表取締役社長 認証

中田 亨 人工知能研究センター NEC-産総研人工知能連携研究室 副室長 博士(工学） ヒューマンエラー対策

中西 晶 明治大学 経営学部 教授 高信頼性組織

湯川 剛一郎 公益社団法人日本技術士会 農業部会長 食品安全マネジメント

河野 龍太郎 株式会社安全推進研究所代表取締役、自治医科大学名誉教授
元東電 ヒューマンファクター研究所、元航空管制官

ヒューマンファクター工学
ヒューマンエラーと対策

冨岡 伸一 サントリーマーケティング＆コマース（株）品質保証推進部・技術顧問 品質保証マネジメント

※セミナー個人メンバーは｢一般社団品質と安全文化フォーラム｣の会員ではありません。
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SRMクロスオピニオンセミナー 『セミナーリーダー』 （1/3）



2023年4月1日現在 アイウエオ順・敬称略

井上 淳 日本チェーンストア協会 副会長 流通管理

松岡 猛 宇都宮大学 基盤教育センター非常勤講師元宇都宮大学教授 安全工学、安全性評価

山本 俊哉 明治大学 理工学部 建築学科 教授（都市計画研究室） 建築学、防犯、震災復興

垣本 由紀子 日本ヒューマンファクター研究所 顧問 安全人間工学担当
元実践女子大学教授、元防衛庁、医学博士

安全人間工学、
航空心理学

西中 直子 アサヒグループホールディングス株式会社 監査室 品質管理

関谷 剛 東京大学医学部付属病院 アレルギーリウマチ内科 医師 アレルギー

松本 浩二 製品安全、R-Map コンサルタント 製品安全、R-Map

黒沼 陽一郎 株式会社日本環境認証機構 審査本部（元東芝） 製品安全

中井 正男 日本ハム株式会社 加工事業本部 管理統括部 品質保証室 室長 品質保証

聳城 豊 ㈱ライフィル 動物施設環境企画室 主席コンサルタント 獣医師 安全性、安全性評価

宇都 佳裕 日本ハム株式会社 品質保証部 シニアマネージャー 食品品質管理、安全

窪田 英俊 ㈱明治 海外事業本部 海外開発部 食品 品質管理

羽田 昭裕 BIPROGY株式会社 グループデザイン部門 MI CoE 組織長 組織のリスク

※セミナー個人メンバーは｢一般社団品質と安全文化フォーラム｣の会員ではありません。
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SRMクロスオピニオンセミナー 『セミナー個人メンバーシップ』 （2/3）



2023年3月1日現在 アイウエオ順・敬称略

羽田 昭裕 BIPROGY株式会社 グループデザイン部門 MI CoE 組織長 組織のリスク

岸本 充生 大阪大学データビリティフロンティア機構 ビッグデータ社会技術部門 教授 安全

天野 泰守 元日本菓子ＢＢ協会 常務理事 苦情対応

小玉 善人 ポラス株式会社 総務部サービス課 安全推進チーム 参事 住宅安全

若井 博雄 ㈶日本規格協会 普及事業本部 担当部長 製品安全

小出 薫 株式会社明治 顧問 （元常務執行役員品質本部長） 食品品質管理、安全

中村 昌允 東京工業大学 環境・社会理工学院イノベーション科学系・技術経営専門職学位課
程 特任教授

安全工学、技術者倫理

※セミナー個人メンバーは｢一般社団品質と安全文化フォーラム｣の会員ではありません。
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SRMクロスオピニオンセミナー 『セミナー個人メンバーシップ』 （3/3）



相談役 (元会長理事) 向殿 政男 先生 MUKAIDONO MASAO
◆明治大学 顧問 名誉教授 明治大学 校友会名誉会長（同窓会長）
公益財団法人 鉄道総合技術研究所 会長、 公益社団法人 私立大学情報教育協会 会長
一般社団法人 セーフティグローバル推進機構 会長

◆元 理工学 情報科学科 教授、学部長 兼 理工学研究科委員長を歴任
◇1970年 3月 明治大学大学院工学研究科電気工学専攻 博士課程修了（工学博士）

1978年4月 明治大学工学部電子通信工学科教授となり、学部長などを歴任。

◆安全についての持論
◇安全に関する学問は、自然科学、社会科学、人文科学を包含した安全学として 確立されるべきである
◇安全の実現は、施設設備の安全化を優先した後に、人間の注意に任せるべきである
◇過失による事故は、犯人捜査よりは事故調査を優先させるべきである。
❖機械安全標準化特別委員会 委員長 （日本機械工業連合会・ISO/TC199審議団体、経済産業省）

◆教 育
◇情報関係：情報科学概論、ファジィ理論、情報多値論理特論、
◇安全関係：安全学特論、システム安全学特論、新領域創造特論

◆研 究
◇情報科学：特に人工知能、ファジィ理論、コンピュータセキュリティ
◇安全学 ：特にフェールセーフ技術、機械安全、製品安全、労働安全、情報安全、ロボット安全

◆トピックス これまでに関わった代表的な業務、兼職
◇回転ドア ：経済産業省 自動回転ドア安全規格・JIS原案作成委員会委員長
◇消費者庁 ：消費者庁 消費者安全に関する検討委員会 委員
◇エレベータ ：国土交通省 昇降機等事故対策委員会 委員長
◇ロボット ：NEDO 生活支援ロボット実用化プロジェクトの採択審査委員長 ほか

◆著書 多数 最新著書『入門テキスト 安全学』東洋経済新報社 2016年 15



【主な著書など】

・ 単著 『安全とリスクのおはなし』
㈶日本規格協会 2006年 （7刷）
日本図書館協会 選定図書

・ 単著 『交渉力』
講談社現代新書
2000年 （5刷）

【主な論文】
・ 単著 『消費者法と安全』 論文
『高齢者の生活の安全と消費者法』
現代消費者法NO.15 2012年6月

【博士論文】
・ 単著 「日常生活における高齢者の転倒事故に

関する研究」(明治大学理工学研究科)

【日本建築学会査読論文】
・ 共著 「民事裁判例から見る転倒事故の

施設類型別の特徴と施設管理者の責任」
日本建築学会技術報告集 第26巻第64号
DOI HTTPS://DOI.ORG/10.3130/AIJT.26.1185

代表理事 中嶋 洋介 Yosuke  Nick  Nakashima 
【現在】
◆一般社団法人品質と安全文化フォーラム代表理事
◆機械安全標準化特別委員会ISO/TC199部会委員
審議団体：日本工業連合会

【履歴、職歴】
◆大妻女子大学人間関係学部 非常勤講師 (～2015)
◆武蔵野大学人間関係学部 非常勤講師 (～2010)
◆内閣府消費者委員会消費者安全専門調査委員 (～2013)
◆消費者庁消費者教育推進会議専門委員 (～2014)
◆(株)神戸製鋼所(1972年4月～2002年9月)

鉄鋼原料調達、カタール製鉄所、ロスアンゼルス事務所長他

◆(社)日本圧接協会(1999年4月～2003年5月)

専務理事 ・ 事務局長

【学位】
◆「博士(学術)」※ 2023年3月
明治大学大学院理工学研究科新領域専攻を終了

◆博士論文「日常生活における高齢者の転倒事故に関する研究」
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SRMクロスオピニオンセミナー
品質と安全文化フォーラム 理事会・事務局メンバー

理事 5名

事務局

17

理事・代表理事 中嶋 洋介 再任 品質と安全文化フォーラム 代表理事 ISO安全概念・規格、転倒事故
説得コミュニケーション

理事 南波 裕樹 再任 大成設備株式会社 常勤監査役 企業法務
理事 内堀 伸健 再任 元 日本生活協同組合連合会

品質保証本部 安全政策推進担当
品質管理

理事 相馬 成光 再任 日本ピュアフード株式会社 常勤監査役 食品安全
理事・事務局長 原島 圭介 新任 元 UL ASG Japan 代表取締役社長 認証

監事 伊藤 陽三 再任 税理士 税務会計

監事 １名 2023年3月1日現在 ※敬称略

※一般社団法人品質と安全文化フォーラムの会員は理事5名以外に存在しない。 2023年3月1日現在 ※敬称略

理事・事務局長 原島 圭介 新任 元 UL ASG Japan 代表取締役社長 認証
ホームページ担当 高山 京子 新任 DESIGN FOREST オーナー ホームページほか



品質と安全文化フォーラムの設立の趣旨
◍ ｢品質と安全文化フォーラム」は、 2009年2月に、向殿政男教授(当時明治大学教授)ほか27名の賛同者を得て、

ISOの安全の概念、ISO/IEC GUIDE51の安全規格の普及を目的に、 設立されました。

◍ 私たちの目標は、商品の品質・安全・リスク、消費者の安全について、企業・消費者・研究者・官庁・メディア・専門家
など様々な人たちが自由に議論することから得られる「気づき」によって、消費者の安全を実現することです。
企業と消費者は本来 対立する存在ではなく、相互依存の関係にあります。

◍商品のリスク、安全性の情報をめぐっては、消費者と企業は非対称の関係にあります。
消費者には商品に内在するリスク・安全性について知る術がなく、商品を供給する企業は本当のことを知っています。

◍ 『Vulnerable Consumer(被害を受けやすい消費者)』 は、ISO COPOLCO委員会(消費者政策委員会)が
企業と消費者の非対称な関係を表す用語として採用、ISO GUIDE51(基本安全規格)に収録された「概念」です。

◍ ISO GUIDE51 は、『リスクコミュニケーションとは商品に残っているすべての残存リスクを使用者に開示すること』と
定義し、供給者に対し「商品のすべての残存リスクを開示すること」を、使用者に対しては「有効な防護策を取る」ことを
求めています。

◍ SRMクロスオピニオンセミナーが、企業(供給者)、消費者、研究者、官庁、メディア他のすべての利害関係者による
自由な議論の場となり、消費者の安全、商品の安全を実現のための一助となるようにと願っています。

2017年１月 18



品質と安全文化フォーラム 概要

団体名称 ： 一般社団法人品質と安全文化フォーラム

英文名称 ： Risk Reduction & Quality Culture Forum
設 立 ： 2009年2月19日（任意団体の設立日）
法人登記 ： 2017年9月27日（一般社団法人登記）

代表理事 ： 中嶋洋介
事務局長、理事 ： 原島圭介
所 在 地 ： 東京都中央区銀座１丁目3番3号 G1ビル７階 797号 〒104-0061

電話 03-4530-3322 FAX 03-3852-5239

事務局 E-mail ： nick.nakashima@rrqc-forum.or.jp
k.harashima@rrqc-forum.or.jp

フォーラムURL ： https://www.rrqc-forum.org/

銀行口座 ： 銀行・支店名： 三菱UFJ銀行 高田馬場支店
口座の種類 ： 普通口座、 口座番号：053-0054707
口座名義 ： 品質と安全文化フォーラム

代表理事 中嶋洋介（ナカシマ ヨウスケ）
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２００９年６月２５日

２５０名の参加者
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事務局 E-mail：nick.nakashima@rrqc-forum.or.jp

k.harashima@rrqc-forum.or.jp

一般社団法人 品質と安全文化フォーラム
ホームページ： https://www.rrqc-forum.org/

フォーラム設立シンポジウム開催

2023年4月11日 Rev.1
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